
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２７０１

基盤研究(B)（一般）

2015～2011

日本におけるリテラシーの歴史的形成過程と「学び」の変容に関する実証的研究

A Historic Formation Process of the Literacy in Japan and Substantial Study on 
Transformation of the Learning

９０１６０５５６研究者番号：

大戸　安弘（OHTO, Yasuhiro）

横浜国立大学・教育人間科学部・教授

研究期間：

２３３３０２２４

平成 年 月 日現在２８   ６ ２２

円    10,700,000

研究成果の概要（和文）：   近世より近代への移行期における識字と学びの変容過程を解明した。一般に前近代日本
人の識字状況は世界的水準において最高度であるという認識が支配的である。しかし、そのあり方は均質的なものでは
なく、地域差がかなりあり、必ずしも経済的状況が投影されたものでもないことが明らかになった。また、これまで断
片的に論じられてきた識字の展開過程がはじめて実証的に検討され、前近代日本の識字状況の移行過程がほぼ確認され
た。

研究成果の概要（英文）： It is a study sent to under the problem awareness that we elucidate a process of 
the transformation of the literacy and the learning in the shifts period from the early modern times to 
modern times. Generally, as for the literacy situation of Japanese people in pre-modern, a viewpoint to 
be supremeness in an international standard is dominant . However, as for the way, there was considerably 
a local difference not a thing with a homogeneous expanse, and it became clear that the necessarily 
economical situation was not a reflected thing. In addition , a development process of the literacy that 
has been discussed fragmentarily is considered substantially for the first time until now , and the 
process of the change of the literacy situation of Japan will be almost confirmed in pre-modern .

研究分野： 日本教育史
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１．研究開始当初の背景 
 前近代社会とりわけ近世期の日本におけ
る民衆層の識字状況は、同時代にあっては国
際的に見て最高水準に達していたという捉
え方が、この種の問題に関心を寄せている一
般の人々においても、また研究者の間におい
ても、ある種の定説のように受けとめられて
いるような傾向がある。しかし、このような
捉え方は真実なのだろうかという問いから、
この共同研究は始まっている。 
 近代学校制度が西洋社会から導入される
以前の日本の社会において、実際に民衆層の
間にどの程度の水準で識字力が普及してい
たのか、また、そのような識字力は古代・中
世からの近世にまで至るまでの間に、どのよ
うにして形成されてきたものなのか、そして
識字力の形成に伴うことになる学びの有り
様や変容の過程はどのようなものであった
のかという問いへと展開していくことにな
る。さらに、明治期以降の近代学校制度の導
入を契機にして、識字状況と学びはどのよう
に変容していったのか。 
 このような問いのいずれに対する答えも、
そう容易に出てきそうなものはみあたらな
いのであるが、このことは、前近代日本の社
会において、とりわけ近世期の社会において、
識字率が際立って高く、それに伴う学びの達
成度の高さについての論拠は、さほど明確で
あるとはいえないようである。 
 
２．研究の目的 
 この研究の主要な目的は、すぐには答えの
出そうもない上述の問題について、可能な限
り実証的に接近し論証してみようというこ
とである。すなわち、日本における識字状況
の歴史的な展開過程について、また、それに
伴う学びの変容過程について実証的な検討
を加えてみようということである。とはいえ、
識字状況の全国的な推移を正確にトレース
するなどということは、どのように考えても
不可能である。このようなことは、今日現代
の識字状況についてさえ、容易とは言い難い
ことであろう。 
 識字といわれるものの定義それ自体が、必
ずしも明確とはいえず。その時々の社会的な
要請によっても、異なることを意味してきた
という経緯があるからである。ましてや、識
字状況の歴史的展開過程となれば、さまざま
な状況証拠のようなものを積み上げるしか
ないのが現状といえる。それでも、状況証拠
を積み上げて行く以外に、史実を解明する方
法がないこともまた明らかである。この研究
の目的は、このような研究の蓄積を少しでも
積み上げることにある。 
 
３．研究の方法 
 識字状況の全国的な広がりについて正確
にトレースすることの難しさはすでに述べ
たが、実は識字に関する実証的な事例研究は、
1990 年代以降に出現しはじめており、断片

的ながら、最低限の識字能力の地域的な文応
状況が明らかになりつつある。結論的にいえ
ば、それらが与える識字状況に関する示唆は、
性と地域による落差があまりにも大きいも
のであり、容易に一般的な知見を措定するこ
とを許さないものとなっている。 
 これらの実証的な研究の多くは、署名能力
に関する史料を用いたものである。これまで、
花押・入札・署名自記に関する行政調査の三
種類の史料が分析対象とされている。これら
によって、自己のあるいは他人の姓名を記し
える人が、把握された集団のなかにどのよう
な比率で存在しているかが検討されてきた
のである。もちろん、署名をなしうることと、
十分な識字能力を有していることとの間に
は、大きなギャップがあることは言うまでも
ない。しかし、種々の文書に署名したり花押
を据えることができるということは、まった
くの無筆ではないことを示していると思わ
れる。したがってこのような人々がどのよう
に存在していたのかということは、貴重な情
報というべきであろう。 
 在来の研究蓄積によって示されている、近
世から明治初期にかけての識字と学びに関
するイメージは分裂しているといってもよ
い。ある史料によれば、署名のような最低限
の識字能力ならばかなり広範に普及してい
るように思われるが、別の史料によれば、少
数の人のみが、実用的な識字能力を有してい
るに過ぎないようにもみえる。残念ながら、
以上のような分裂を解消して、一つの歴史像
を結ぶことは、現在の識字史研究においては
まだそこまで至っていないというほかはな
いのが現状である。必要なことは、特定の史
料から性急に結論を得ようとせずに、さまざ
まな史料が語る多様な実態を、可能な限り復
元していくことと思われる。 
 この研究では、識字と学びの諸相を、多面
的に掘り起こし、それらが結ぶ像をできるか
ぎり立体的なものにしていくことを、強く意
識している。 
 
４．研究成果 
⑴古代から中世・近世を経て明治初年に至る
までの長い時間軸のなかで、それぞれの区切
りとした時代の識字状況を把握するために
見逃すことのできないと思われる重要な課
題に取り組んだ。統計的概括的手法ではなく、
地域性と個別性とを意識した識字に関する
歴史的研究は、必ずしも十分とはいえない状
況にあって、この研究での試みは限定的では
あるがその間隙を埋め、この国の識字をめぐ
る多くの無名の人々の営みの足跡を辿るこ
とが可能となったといえる。もちろん、各時
代で取り上げるべき課題はまだまだ多く残
されており、今後のさらなる蓄積が待たれる
ことは言うまでもないが、研究成果総体を通
して、以下のような点を確認することができ
るのではないかと思う。 
 



⑵平安貴族において、それも様々に重要な役
割を担うことになる相当高位な上級貴族で
あっても、国風文化を尊重する時代状況にも
応じて、とても十分とはいえない識字力で宮
廷における見過ぎ世過ぎをなんとかやり通
せることが可能であった。その具体相の一端
を捉えることができた。一方で、少なくとも 
中世・近世の民衆層が示していた多層的な識
字力は、それぞれの時代を生き抜く上での大
きな支えの一つとなり、それ故に識字力を獲
得しようとする人々の意識は強くあったと
いえる。彼らは、制限や困難の伴う状況のな
かで多様な取り組みをなし、そのことが民衆
層の識字状況の多様性や豊かさとして結実
していたといえる。 
 
⑶ただし、上述のことは全体的な広がりを持
つものではなく、地域間の落差が非常に大き
かったということにも留意する必要がある。
それも畿内やその周辺であるから豊かな識
字状況が一般に現れるというような、広域的
なものではないということである。ある地域
ですでに濃密なリテラシーが成立していた
とき、別の地域ではごく少数の人のみが文字
の読み書きを行っているということは珍し
くなかったであろう。またそのような状況さ
え、常に変容しつつあるものでもあったとい
える。 
 さらに、畿内と比較すると、畿内から遠隔
地の民衆層の識字力は薄く乏しいものでは
ないかという一般的な思い込みも覆された。
越中五箇山という冬期には豪雪に埋もれる
厳しい環境にある山間部にいきるなかで、限
りなく強い信仰への希求を絶やすことのな
かった人々や、奥州会津の高田町という門前
町で商業活動を担った人々が示した識字力
を礎石とした学びの深さも明らかになった。 
 このように、識字とリテラシーの状況につ
いて、一定の像を描き出すことには相当な困
難が伴うことも事実である。 
 
⑷この国の前近代社会生きた人々の識字水
準は、同時代の世界水準のなかで圧倒的に高
い位置にあったというような、大まかな思い
込みともいうべき状態から一旦自由になり、
あらためて個別具体的に、それぞれの時代の
社会を支えていた人々の識字力形成や学び
の深まりについて、一つ一つ明らかにするこ
とが今後の課題である。 
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